
巻 頭 言

こ
の
数
年
、
大
学
環
境
は
急
激
に
変
化
し
た
。
Ｍ
・
ト
ロ
ウ
博
士
の
指

摘
す
る
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
（
大
学
進
学
率
五
〇
％
以
上
）
は
、
国
立

大
学
独
立
行
政
法
人
化
の
動
向
も
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
の
大
学
に
お
け
る

教
育
・
研
究
と
管
理
・
運
営
の
あ
り
方
な
ど
広
い
分
野
で
、
強
烈
な
変
革

の
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
八
歳
人
口
の
激
減
は
、
私
立

大
学
の
経
営
基
盤
を
も
揺
る
が
す
。
す
で
に
二
割
に
定
員
割
れ
が
起
こ
り
、

文
部
省
は
、
倒
産
私
立
大
学
の
発
生
に
対
す
る
対
応
策
の
検
討
に
入
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
激
増
し
つ
つ
あ
る
公
立
大
学
・
学
部
も
、
地
方
自

治
体
の
財
政
困
窮
に
直
面
し
て
、
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
た
ま
ま
、
大
変
革

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
相
互
に
連
関
し
て
、
い

ま
、
国
公
私
立
の
枠
を
越
え
て
、
す
べ
て
の
大
学
が
、
そ
の
存
立
を
か
け

た
試
練
に
直
面
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
十
数
年
、
想
定
さ
れ
る
幾
多
の
困

難
が
、
日
本
の
大
学
変
革
に
と
っ
て
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
積
極
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
て
、
新
た
な
大
学
創
造
へ
向
け
て
努
力
す
る
こ
と

を
呼
び
か
け
て
き
た
。
十
三
年
前
、
学
長
に
就
任
し
た
折
に
は
、
「
こ
の

改
革
に
フ
ロ
ッ
ク
や
ト
リ
ッ
ク
は
通
用
し
な
い
。
大
学
の
本
質
的
機
能
に

十
分
に
留
意
し
つ
つ
、
時
代
と
社
会
の
変
化
に
鋭
く
、
か
つ
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
」
を
、
本
学
教
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
た
。
大
学
は
、

私
た
ち
の
生
存
の
場
で
は
あ
る
が
、
専
有
物
で
は
な
い
。
設
置
形
態
を
問

わ
ず
、
大
学
は
、
地
域
と
と
も
に
、
文
化
を
共
有
し
、
創
造
す
る
公
的
な

機
関
で
あ
る
。
こ
の
基
本
認
識
の
上
で
、
私
の
大
学
づ
く
り
の
実
践
過
程

で
考
え
た
「
大
学
を
ど
う
生
か
す
か
」
の
基
本
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
に
し
た
い
。

第
一
は
、
「
開
か
れ
た
大
学
」
の
原
点
は
な
に
か
。
Ｅ
・
ア
シ
ュ
ビ
ー

は
『
科
学
革
命
と
大
学
』
の
な
か
で
、
社
会
的
制
度
と
し
て
の
大
学
が
、

約
八
百
年
に
も
わ
た
っ
て
持
続
し
た
最
も
主
要
な
要
因
は
、
そ
の
「
同
一

パ
タ
ー
ン
性
」
（
本
質
的
機
能
）
に
あ
っ
た
と
喝
破
し
て
い
る
。
大
学
は

も
と
も
と
開
か
れ
た
機
関
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
の
百
五
十
年
に
お
よ
ぶ

近
代
史
の
中
で
は
、
制
度
と
内
容
の
両
面
で
硬
直
化
し
た
閉
鎖
回
路
が
形

成
さ
れ
た
。
戦
後
大
学
の
理
念
は
、
大
学
の
「
孤
立
主
義
」
（
教
養
と
専

大
学
を
ど
う
生
か
す
か

大

沢

勝

お
お
さ
わ
・
ま
さ
る

日
本
福
祉
大
学
総
長
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門
の
二
元
化
、
学
問
の
専
有
化
、
市
民
生
活
か
ら
の
遊
離
化＝

閉
じ
た
回

路
の
形
成
）
を
否
定
し
、
開
か
れ
た
大
学
の
建
設
を
前
提
と
し
た
。
し
か

し
、
制
度
と
運
用
の
実
態
は
こ
の
理
念
か
ら
離
れ
て
い
た
。
い
ま
大
学
開

放
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
の
は
、
大
学
が
そ
の
本
質
的
機
能
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
課
題
克
服
こ
そ
大
学
の
生
き
る
道

と
確
信
し
て
い
る
。

第
二
は
、
「
開
か
れ
た
大
学
」
へ
の
社
会
的
・
文
化
的
イ
ン
パ
ク
ト
を

ど
う
考
え
る
か
。
�「
大
学
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
時
代
」を
迎
え
た
こ
と
。

�
科
学
・
技
術
研
究
の
細
分
化
と
と
も
に
、
総
合
化
へ
の
動
向
が
強
ま
っ

た
こ
と
。
�
環
境
・
長
寿
・
生
命
諸
科
学
の
よ
う
な
融
合
的
・
複
合
的
・

学
際
的
な
研
究
領
域
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
こ
と
。
�
宇
宙
や
地
球
研
究

な
ど
、
超
大
型
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
大
し
た
こ
と
。
�
学
術
・

文
化
の
国
際
化
が
急
進
展
し
、
国
内
外
に
お
け
る
各
大
学
相
互
間
の
単
位

互
換
・
累
積
加
算
制
度
等
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
地
球
規
模
で
の
「
汎
大

学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
必
要
と
す
る
時
代
に
あ
る
こ
と
。
�
先
端
・
情
報

の
科
学
技
術
と
人
間
の
安
全
・
幸
福
と
の
調
和
が
強
く
求
め
ら
れ
る
時
代

を
迎
え
て
お
り
、
人
文
・
社
会
・
自
然
諸
科
学
の
調
和
発
展
の
必
要
性
が

増
大
し
て
い
る
こ
と
。�
国
民
生
活
・
文
化
の
大
き
な
変
化
に
と
も
な
い
、

大
学
は
地
域
社
会
と
文
化
と
の
共
生
・
共
創
の
時
代
に
あ
る
こ
と
。�「
生

涯
学
習
」
の
必
要
性
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
こ
と
。
	
文
教
政
策
な
ど
の

動
向
と
と
も
に
、
大
学
の
自
律
的
な
「
自
己
革
新
」
の
実
現
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

第
三
は
、
「
開
か
れ
た
大
学
」
づ
く
り
で
留
意
す
べ
き
点
は
な
に
か
。

一
つ
は
、
大
学
に
残
存
す
る
閉
鎖
性
を
自
ら
克
服
す
る
課
題
で
あ
る
。
大

学
の
内
部
に
、
研
究
と
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
行
き
届
い
た
「
開
放
回

路
」
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
水
準
、
教
育
水
準
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
教
授
内
容
・
方
法
等
）、文
化
サ
ー
ビ
ス
水
準
、
大
学
・
学
部
の
管
理

運
営
水
準
な
ど
の
向
上
、
単
位
累
積
加
算
制
度
を
ふ
く
む
新
た
な
大
学
生

涯
学
習
体
系
づ
く
り
な
ど
、
私
た
ち
自
身
の
手
で
、
丹
念
に
創
り
あ
げ
る

こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
大
学
と
地
域
社
会
と
の
新
し
い
関
係
創
出

を
図
る
課
題
で
あ
る
。
大
学
開
放
が
、
地
域
社
会
に
対
し
てInclusion

（
溶

け
込
み
）
な
の
か
、Intrusion

（
押
し
つ
け
）
な
の
か
、
ま
た
、U

niversity

E
xtension

（
大
学
拡
張
）
な
の
か
、C

om
m

on-C
ulture

C
reation

（
共
有

文
化
の
創
造
）
な
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
学
術
研
究
の
大
き
な
変

化
は
、
も
は
や
一
大
学
の
総
合
化
・
巨
大
化
な
ど
で
は
対
応
で
き
な
い
。

一
大
学
完
結
主
義
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
間
お
よ
び

大
学
・
地
域
・
産
業
・
行
政
間
の
相
互
の
研
究
・
教
育
・
文
化
交
流
の
た

め
の
積
極
的
な
「
学
」
主
導
に
よ
る
多
彩
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

た
め
の
工
夫
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
、
私
立
大
学
で
は
、

こ
の
よ
う
な
大
学
機
能
が
維
持
で
き
る
た
め
に
も
、
強
い
自
立
し
た
財
政

運
営
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
寄
付
活
動
の
積
極

的
展
開
、
研
究
・
教
育
サ
ー
ビ
ス
や
委
託
研
究
事
業
な
ど
の
拡
充
・
強
化

に
努
め
、
大
学
開
放
の
た
め
の
物
的
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
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